
自然史博物館とその役割

静岡県立自然史博物館設立のために

柴 正博

今年度、自然系博物館に関する基本構想を作

成するために、県庁内に企画広報部や教育委員

会、文化・観光部文化IEX策課、<らし。環境部
環境ふれあい課、自然保護課の各課長による「自

然系博物館機能検討委員会」が設置された。そ

して、平成 23年 8月 18日 に自然系博物館機能

検討委員会のメンバー 21者の方が県自然学習

資料センターを訪れ、特別展と標本や標本管理

を視察され、私による「自然史博物館とその役

割」という講演をお聞きいただいた。ここでは、

その講演の内容について簡単に紹介する。

博物館は「もの」について収蔵
。研究・展示

を系統だつて継続し、後世に伝える業務を遂行

する機関であり、単なる展示施設ではない。

博物館と似た機関に図書館がある。図書館は、

人類文化の書籍や記録を収集保管し、将来の人

類のために研究し、その利用を提供する機関で

ある。戦後、GHOによつてわが国の地方自治体

には図書館が整備された。しかし、博物館は設

置されるとしても、明治時代以来の「博覧会」

的な有料展示施設として教育やレジヤー (余暇

活用)の目的に建設されてきた。
パリの自然史博物館では、1800年ころ動物比

較解音」学の父といわれるブ∃ルブュ・キュビエ

が、世界中の動物の骨を研究のために集めはじ

めた。そして、その建物が建つたのが 1900年、

その 100年後の 2000年 に展示が完成し、私た

ちは今そのすべてを見ることができる。

静岡県は、パリの自然史博物館より200年遅

れている。しかし、博物館は恒久的な収蔵 。研

究・教育機関であり、1000年先の 200年はおそ

ら<問題にはならない。したがつて、まず自然
史博物館という機関を設置し、地域の「もの」

から収集し研究を始めてい<べきである。
滋賀県立琵琶湖博物館では、博物館の事業を

1本の樹に

'」

えて、「展示や出版などの事業は

枝葉や果実にあたり、保管された資料は幹、研

究調査は根にあたる。」としている。この博物

館は、博物館ができる 7年前に博物館基本構想

委員会がつ<られて、学芸員を 1名採用し、そ
れ以後毎年数名の学芸員を採用しながら、準備

室の段階から調査研究や特別展、観察会などの

博物館活動を展開した。

博物館には、調査・研究、資料の収集・保管、

教育 0展示という 3つの機能があるが、その核

に|ま「もの」と「学芸員」があり、博物館は「も

の」に関して人の集まるCommunityを 形成する

ところである。「もの」のない博物館は博物館

でないのと同様に、「学芸員」のいない博物館

は博物館でない。

自然史博物館とは、自然の姿を明らかにして

その成因や自然の体系を歴史的に理解し、現在

と未来の人類社会のあり方に対して貢献するた

めのJ又蔵・研究・教育機関である。したがつて、

自然史博物館のテーマは,特に現在も含めた第
四紀の自然環境の変遷、すなわち人と自然のか

かわりについて最も大きな力が注がれるべきで

ある。

自然史博物館の機能には、自然史研究と自然

史資料情報の保管 。管理・提供、自然史教育と

後継者育成、自然環境管理がある。平成 14年

10月に提出された県の自然学習 。研究機能調査

検討会報告書では、自然系博物館の整備計画と

して第―段階では6つの項目が挙げられている。

このうち、平成 15年から 1の散逸する危惧

のある標本・資料の収集 。整理として、自然学

習資料保存事業がイ子われ、現在約 20万点 (登

録済約 7万点)の J又蔵資料がある。また、8乍年
からの事業により4のインターネツトを使つた
収蔵標本や調査資料等の公開と 5のプレ博物館

活動と県民意識の醸成が展開し始めた。

静岡県自然学習資料センターの静岡南高校校

舎への移転整備に際して、博物館のもうひとつ

の核である「学芸員」を配置し、学芸員を中ノb
にして県立自然史博物館を設立することを希望

する。

すなわち、自然系博物館の整備計画の項目の

2のスタツフの充実と人的資源の活用をイ子うこ

とにより、これまでの活動と 3の調査研究 。情

報集積の推進が有機的また系統的に機能し、第

二段階の実施計画の策定準備が推進できる。



収蔵コレクション展

「世界のアゲハチョウ」

横山謙二

故有馬速水氏のご子息、有馬紀彦氏夫妻
と高橋真弓先生 (左 )

8月 13日 ～31日 にかけての収蔵コレクシヨ

ン展「世界のアゲハチヨウ」を、静岡県自然

学習資料センターで開催しました。今回の収

蔵∃レクシ∃ン展は、昨年度資料センターに

寄贈がありました有馬速水氏昆虫コレクシヨ

ンのアゲハチヨウ類の標本です。

展示標本は、ドイツ箱で 79箱、およそ2000

点もありますが、それでも有馬コレクシ∃ン

のわずか 1/10程の量にしかすぎません。あ

らためて、有馬ヨレクシ∃ンのすごさに驚か

されました。また、その種数は 200種もあり、

この数は世界のアゲハチ∃ウの仲間の約 1/3

に相当します。これほどの多<の種類のアゲ
ハチョウを見れる機会は、滅多にないでしよ

つ。

展示準備は、資料センターで標本の整理に

あたつて<れているチヨウの専門の人たちが
構想をねり、NPOスタツフのメンバーと博物

館実習生たちが力をあわせて行い、約 1カ 月

間の展示を行いました。展示内容は、先に述

べた標本をニューギニア、オーストラリア、

東洋熱帯、大陸南部、大陸中央部、アフリカ、

南アメリカの 7地域にわけ、それぞれ地域の

アゲハチヨウの特徴や分布などをバネルで示

しました。体験コーナーは、土日の 20Cの
限定でチ∃ウの展翅を行いました。また、生き

たチヨウの幼虫や1雨を飼育展示を行い、観察

できるようにしました。

今回、チ∃ウの飼育展示は、初めて行つた

奮

見学に来られた
自然系博物館機能検討委員会の方々

のですが、毎日の糞の掃除や餌の交換など、

普通の標本を展示するのとは違う苦労があり

ました。しかし幼虫の成長を見ろにつれ、だ

んだん幼虫にも愛着がわ<よう|こなりました。
展示準備では、いろいろな苦労がありまし

たが、完成した展示は標本の素晴らしさに助

|すられてか、何度みてもあきない展示になつ

たと自負しています。みごとに並んだアゲハ

チヨウの標本を見ていると、いつ0このアゲ
ハチ∃ウの生きていろ姿の写真を撮りにニュー

ギニアやインドネシアに、行きたいと思える

までになりました。

今回の収蔵コレクシ∃ン展は、夕」年より開

催期間が長<行われ、また静岡科学館主催で
行われた科学技術月間の会場の一つであつた

こともあつて、多<の見学者が訪れました。
展示初日 13日 (土 )と二日目の 14日 (日 )
は、夏休み中の子供たちがた<さん見学に来
られ、初めて見る大きな、色鮮やかなアゲハ

チョウに目を奪われているようでした。また、

体験展翅も人気があり、見学に来たほとんど

の子供たちが体験していきました。

15日 には、標本を寄贈していただいた故

有馬速水氏のご子患、有馬紀彦氏がご家族で

見学にこられ、お父様が集められた貴重な標

本を多<の方に公開でき喜ばれているようで
した。

18日 |こ は、静岡県の自然系博物館機能検

討委員会の方々が見学に来られました。委員

ｒ
」
尋
／
・犠



チョウの展翅を体験する子供たち

高橋真弓先生と記念撮影をする子供たち

会の方々も、静岡県にもこれだけの標本があ

ることを知り、驚かれているようでした。

展示期間の後半の 26日 には、飼育展示を

していたナガサキアゲハの蛹が昼ごろ羽化を

はじめ、成虫になる様子が見られ、見学者の

方たちを楽しませて<れました。この羽化の
様子はデブタルカメラの動画で撮影し、翌日

からその映像を見られるようにし、見学に来

た子供たちに人気の展示物になりました。

27日 には、見学者の合計が 500人 を超え、

500人目見学者 |こ記念品の贈呈をおこないま

した。記念品は、ヒメギフチ∃ウ 。コムラサ

キ・ウスバシロチ∃ウの 3種類のチ∃ウの標

本です。500人 目の見学者は、思いもかけず

もらえたチ∃ウ標本のたいへん喜んもらえま

した。

最終的に、見学者合計は、子供 268人、大

人 353人の 621人になりました。普通の博物

館からすれば少ない見学者数かもしれません

が、この見学者数は自然学習資料センターで

行われたミニ博 。収蔵コレクシ∃ン展の最高

入場者 500人目の北條太雅君 (中央)

記録になりました。見学者の数にこだわりな

いつもりでしたが、やはり多<の見学者があ
るのは、展示準備者の 1人としては、やはり

うれしいものです。かつて、この自然学習資

料センターで最初に開催した 2005年のミニ

博では、―週間でわずか 130人程しか見学者

がな<、 <や しい思いをしたこともありまし
た。それから6年たち徐々にではありますが、

自然学習資料センターの知名度もあがり、こ

こで開催するミニ博を毎年楽しみ |こ して<れ
る見学者も増えてきました。現在、静岡県で

は自然系博物館の活動拠点施設の 2014年オー

プンが予定しており、この自然学習資料セン

ターの役割や標本も、現在の静岡南高校の場

所に移される予定ですが、後 2年間は、この
自然史学習資料センターで普及・教育活動を

頑張つていきたいと思います。

なお、今回の世界のアゲハチ∃ウ展の展示物

は、10月に県立中央図書館でも 1カ月ほど展示

する予定です。



神奈川県立生命の星・地球博物館見学会報告

石川章子

館内展示室の見学

2011年 6月 19日 、先進の博物館を見て、静

岡県の博物館構想 |こ生0す目的で、神奈川県小

田原市にある神奈川県立生命の星 。地球博物館

に見学に行きました。

神奈川県における博物館の歴史は古<、 神奈

川県立博物館は日本の総合博物館の先駆として

1968年に横浜馬車道に開館しました。現在は神

奈川県立歴史博物館になつています。1995年

に博物館の自然史部門が独立して、生命の星・

地球博物館が建てられました。

まず、樽 倉」学芸員が博物館の本来あるべき
姿や、運営上考えていかなければならないこと

を、具体的な体験夕」を挙げ熱ノい|こ話して<ださ
いました。

その後、博物館の御厚意により館内展示とバツ

クヤードを見学させていただきました。ただタ

イミングが悪<、 燻蒸作業中の大収蔵庫は見る

ことができませんでした。

館内は、【地球を考える一固体地球の営み―】、

【生命を考える―地球生命の営み―】、【神奈川

の自然を老える一神奈川の大地と生物―】、【自

然との共生を考える一人類の現在と未来一】の

部門に分かれています。恐竜の骨格や地層や巨

木など、高さのある展示は迫力がありました。

蝶や甲虫標本の色や形状を生かした絵画的展示

は美しかつたです。映像を駆使するなどし、見

る倶」を飽きさせない工夫が随所にされていまし

た。

【ブヤンボブツク】は、巨大な本の形をした

ケースの中に博物館の所有するコレクシ∃ン

や、神奈川の自然についてなどの標本を展示し

魚類標本の作製を見学

たコーナーです。このコーナーはコンパクトで

すが、大展示とは違い内容の入れ替えが簡単な

ので、8寺事トピツクスや最新の研究をすぐに反

映できます。情報の即時性という点でこのよう

な展示も興味深いと思いました。

館内展示を見た後は、バツクヤードの見学で

す。魚類標本室の案内は涼頁能 宏学芸員がして
<ださいました。魚類収蔵庫には、容器のフオー

マツトを統一し、誰が見ても一日で情報がわか

る、コード管理された標本瓶が整然と並んでい

ました。参力□者からは地震の際の標本の様子に

関する質問もされました。失敗から学んだ空調

の重要性についても話していただきました。ま

た独自に開発した標本データベースは、システ

ムェンブニアと連携しカスタマイズを重ね、現

在では欲しい情報を様々な方向からすぐに取り

出せ、使いやす<機能しているそうです。
他にも化石プレパレーターの作業の様子な

ど、隅から隅まで見学させていただきました。

博物館の先輩としてこれから作つてい<静岡の
博物館へエールを送つて<ださつたようにも感
じました。樽学芸員の『博物館は建物というハー

ド面の充実よりも、標本などのソフト面での充

実が重要であり、イベント展示施設と考えるベ

きではない。収蔵や研究をベースにした応用の

き<博物館は、常に最新の研究や情報が更新さ
れるので、一過性のものになりえない。』とい

う言葉が、既存の建物の利用を計画している静

岡県立博物館の構想の発展や充実につながる

キーワードとして、強<印象に残りました。



」l田目湿原の自然観察会と「田昌湖61れあい自然塾」の施設見学

三宅 隆

田貫湖ふれあい自然塾の見学

小田貫湿原での観察風景

7月 31日 (日 )、 天気予報は、あまりよ<あ

りませんでしたが、参bll者 31名と最近にな<
大勢の参bllがあり、富士宮の田員湖畔にある「田

員湖ふれあい自然塾」前の駐車場に集合し見学

会を実施しました。

まず、「自然体験ハウス」に入り、館内の概

要の説明を受けました。この国設の施設は環境

省の管轄で、その運営は富士宮市へ委託されて

います。館内には富士山の自然コーナーがあり、

ぬいぐるみを使つた動物などが展示され、溶岩

洞窟も再現されています。ここでは専門のス

タツフによる有料のフイールドガイドや体験プ

ログラムもあります。また敷地内にはコテーブ

も建つており、宿泊もできるようになつてい

ます。

館内をしばら<見学した後、田員湖周辺を散

クロシジミ

策し植物講師の杉野孝雄氏より説明を受け、ミ

ツガシワなどの希少種を観察しました。

その後、全員小田員湿原に移動し自然観察会

をしました。

本道を歩きながら、クサレダマやヌマトラノ

オなどの湿地植物を観察しました。途中の東屋

で昼食をとり、その周りで、幼虫をアリに育て

させるというクロシブミやフオバセセリなども

見られました。野鳥はあまり見られず、外来種

のソウシチ∃ウやガビチョウの声が目立ちました。

小田員湿原は近年乾燥化が進んでいるようで、

保護対策が望まれます。観察会終了直前から雨

模様となり、解散となりました。

なお、田員)胡ふれあい自然塾についての問い

合わせは、〒418-0107富士宮市佐折 633-14、 電

5舌 0544-54-5410~cす 。



駿河湾の深海魚 (4)

イワ′、グカ (その2) 久保田 正・佐藤 武

図1 サクラエビ網混獲の頭部と内蔵を除いた料理する前
のハダカイワシ(末廣雅史氏提供)

駿河湾のサクラエビ漁で混獲されたイワハダカ

は、カイアシ類、甲殻類の幼生、被のう類などの

動物プランクトンを主な餌料としています。特に

カイアシ類でCalanυs,Oncaea,Cγraeυ Sなどが

目立つて食べられています。また、黄海や東シナ

海の本種は、漁獲対象魚類のタチウオ、キグチ、

ワニエソなどの魚食性魚類の冒内容物にみられ、

この海域ではホタルブヤコ、カタクチイワシ、ワニ

ギスに決いで捕食されています。このように海域

が違つていても、本種の生態的地位は食物連鎖上

のエネルギー伝達の中継者として極めて重要な位

置にあります。

駿河湾のイワハダカは、雌雄共に体長20～40mm
の個体が多<、 雌は体長25mm以上で成熟します。そして湾内のシラス船弓|き網にイワシ類の後期イ5
魚期 (シラス類)に混つて、本種のイ5魚が多数得られるので、湾内で産卵していることが考えられます。

ところで、ハダカイワシ類を人間が魚油や魚粉として利用している例は、南アフリカ沖で巾着網で

獲れた大西洋産の とamρ anyclodesわ ecro″sとぃぅ種類が良<知 られ、1986～ 1998年には毎年4,000ト

ン以上が漁獲されていました。また、2000年に入つてからインドではイワハダカが2001～ 2003年に10

～355ト ンそしてロシアでは北太平洋域からハダカイワシ類 (種不明)が 2000～ 2005年に175～ 10,172ト

ンそれぞれ漁獲されていることは注目されます。両国内でどのように力0工され、どのように利用され

ているのか全<不明です。将来の食料不足に備えてのことでしようか。

湾内のサクラエビ漁でエビと混獲されあるいは定置網に入網した大型種のハダカイワシ (図1)、 サガミ

ハダカ、スイトウハダカや中型種のセンハダカなどのハダカイワシ類を、苦から漁業者が自宅で食用

として揚げIImに したり、焼いたり、さらに素干しにしたりいろいろな料理方法で利用しています (図

2)。 一方、イワハダカは、サクラエビ網や施網で時には大量に獲れますが、小型のため食用として

利用している情報はありませんでした。ところが、最近観光地熱海のみやげ店で串束」しにされた駿河

湾産の本種を見つけました (図 3)。 因みに値段は10串 で400円でした。早速購入し軽<焼いて食ベ

ましたが、同じイワシと名前がついているマイワシやカタクチイワシなどの仲間とは一味違つていま

した。

図2サ クラエビ網混獲のハダカイワシやセンハダカ料理
の例 (佐野和夫宅の協力による)

図3串刺しにされた駿河湾産のイワハダカ



蝶の擬態 鈴木英文

オオゴマダラそつくりな
オオゴマダラタイマイ Graρわ′υm′daeο′des

オオゴマダラ ′dea reυ cOnoe
(マダラチョウ亜科)

(アゲハチョウ科)

イギリスのナチユラリスト、ヘンリー 。W。 ベイッはアマゾン流域で1849年から11年間にわたつ

ての調査で多<の蝶を採集しました。ベイツは採集した蝶を、姿の似ているものどうしを同じグル
ープに分けていたところ、とんでもないことに気がつきました。あるグループの蝶は、それぞれ姿

は似ているのですが、種の違いどころか、科まで違つていたのです。あるシロチ∃ウ科の蝶は、ま

つた<縁の遠いはずのドクチヨウに大変よ<似ていました。そこでベイツは「これらのドクチヨウ
は捕食者の鳥にとつては美味し<ないのだろう、もし無毒の蝶が ドクチョウに似ていれば、鳥は有
毒なものと間違えて食べようとしないだろう」と考えました。い<つつの無毒のシロチョウが有毒
なドクチ∃ウをまね、本来はドクチ∃ウだけが得るはずの利益を無毒の蝶が受け、生存に有利にな

るのだという説が生まれました。

この現象を指摘した最初の人がベイツなので、この型の擬態をベイツ型擬態と呼δようになりま

した。蝶の擬態ではこのベイツ型擬態の他に毒のある蝶同士があ互いに似るミューラー型擬態があ

ります。蝶の擬態が最も高度に発達している地域は南米大陸ですが、東南アブアでもこのミューラ

ー型擬態はベイツ型擬態と一緒になつて「擬態クラブ」をつ<つ ています。

東南アジアでのベイツ型擬態の移」を挙げますと、東南アブアの熱帯林に普通にみられるオオゴマ

ダラ′σea′ eυcoη Oe(タ テハチ∃ウ科ブヤノメチ∃ウ亜科)は有毒なキ∃ウチクトウ科植物の有毒
成分を体に含めので有毒ですが、アゲハチョウ科アオスブアゲハ属のオオゴマダラタイマイ

Graρわ′υm′daeO′desは ォォゴマダラそつ<り で、飛び方までよ<似ています。
また、シロオビアゲハ (アゲハチ∃ウ科)とそれに近縁な種では、各地域で、その地域に特有の
擬態が見られます。たとえば、スリランカでは毒蝶ヘクトールベニモンアゲハに、スラウエシでは

毒蝶セレベスベニモンアゲハに、フイリピンでは毒蝶フレゴンベニモンアゲハにそつ<り真似をし
ています。

日本では南西諸島に分布するシロオビアゲハは、メスにはオスそつ<りの非擬態型と、後翅に白
紋と赤紋の現われるべニモン型の二つの遺伝型があり、1968年頃から南方の台湾方面より有毒なべ

ニモンアゲハが北上し、それに伴つて南西諸島ではべニモンアゲハに似ているシロオビアゲハのべ

ニモン型が増bllし、べニモンアゲハの侵入前はべニモン型のメスの割合が、20%以下だつたものが、
10年ほどで50%ま で増力□したとの報告があります。



博物館実習の感想

実習生

高橋先生からチョウの展翅を教わる実習生

今年も、静岡県自然学習資料センターで博

物館実習を行いました。今年の実習は、「世界

のアゲハチ∃ウ」展の準備と標本管理、解説

員などの仕事を手伝つていただきました。ど

の実習生も、仕事に真貪」に取り<み、我々の

手助けをして<れました。実習生から感想を
いただいたので、一部ご紹介します。

静岡大学理学部 4年 飯沼美月
「世界のアゲハチ∃ウ」展の展示室を作る作

業に携わりました。展示用パネルも作りまし

たが、きれいに見せるため、かなり正確に位

置も決められており、学芸員の方のこだわり

がとても感じられました。その他にも写真に

よ旨紋がつかないように手袋を使つたり、標本

箱の足を作つたりしました。また、1つのパネ

ルにしても、それに当てはまる地図や標本、

正しい名前を置0なければならないことに難
しさを感じました。

全体を通して学芸員の仕事の内容や量の多

さだけでな<、 展示会を一なら作り達成感を

得ることができ、良い体験になりました。

静岡大学理学部 3年 柏木里南
5日間の実習を通して、展示の工夫、標本の

子供たちにチョウの展翅を教える実習生

管理、来場者への対応など、学芸員の仕事の

―部を体験させていただきました。初めはあ

まり興味がなかつたカラスアゲハの幼虫も飼

育していろうちに愛着を持つようになつてい

ました。博物館の裏イ貝」についてはもちろん、

今回展示が行われたアゲハチ∃ウについても、

職員の方からも来場者の方々からも多<の知
識を得ることができました。それらを楽しみ

ながら学6ことができたのが一番の収穫だと
思います。

静岡大学理学部 4年 成瀬美樹
5日間という短い期間でしたが、それでも

学芸員がこなす仕事の多様さには驚かされま

した。展示会に於いては受付対応などの運営

を行い、さらには実際に生きものを扱う生態

展示や体験コーナーの準備・サポートをメイ

ンに行いました。来館者は主に夏休み中の家

族連れがほとんどだつたので、子どもたちに

も興味を持つてもらえるようなエデュケーシ∃

ンをノ心掛けましたがこれが案外難しかつたで

す。科学的知識だけでな<教育的観点も必要
となる博物館でのプレゼンは大きな束」激とな

りました。



自然史標Aデーク整備事業研究会報告
水野米利子

平成 23年 6月 17日 に国立科学博物館に

て、自然史標本データ整備事業研究会に参

加してきました。

研究会では標本救済ネツトワーク (以後救済

ネツト)について倉敷市立自然史博物館の狩
山俊吾さんと国立科学博物館の松浦啓一さん

からお話しがありました。また、岩手県立博

物館の鈴木まほろさんからは東日本人震災に

より被災した岩手県の自然史標本の確保につ

いてのあ話を聞<ことができました。
救済ネツトとは寄贈標本の情報を一元化す

ることにより、受け入れ可能施設の探索を容

易にし、有用な標本の消失や散逸を防ぐため

のネツトワークです。標本所有者が寄贈する

際に問題になるのは、受け入れ可能な博物館

の有無です。救済ネツトでは、受け入れ可能

施設の探索を簡易化するほかに、各博物館に

寄贈された標本についての情報を G ttbal

Blodi∨ ersity nformation Faclllty(GBIF)を 通し

て、提供することができます。ただ、未整理

品を含めて各博物館何百なら何万点とある

全ての標本の情報を電子化するのはとても

難 しい事なので、やはり博物館および研究

員、学芸員のネツトワークが必要不可欠と

いう事が指摘されました。

次に岩手県立博物館の鈴木まほろさんか

らは東日本人震災により被災 した自然史標

本の救済の経験で得た教訓を教えていただ

きました。

まほろさん自男が勤めている岩手県盛岡

市の博物館は幸い被災しませんでしたが、同

県内の陸前高田市立博物館と、山田町立クブ

ラと海の科学館に多大な被害がありました。救

済活動を行うにあたり最初の問題は、現地

で何が起こつているか分からない為、イ子つてい

いのかの判断がつかなかつたそうです。また、

博物館施設の県や市町村などの管轄の違い

が、救済を遅らせる要因の一つになつたそ

うです。実際に標本の救済にあたれたのは震災

後約一カ月後で、県の教育委員会に正式に要請

を受理された後でした。

救済を行つた両博物館の標本は壊滅状態

で、中の展示IImはほとんど流されてしまい

ましたが鉄筋の部屋、熊が内開きの部屋と

窓のない部屋の標本はほぼ流されずにすん

だそうです。残つていたものでも標本箱に

入つていた物は海水や泥の影響で、痛みが

あつたリカビが生えたりしていました。そ

の一方で、チヤツク式のビニールに入つて

いた残つた貝等の標本のほとんどは海水の

影響を受けず傷みが最小限にとどまつてい

たそうです。現在もボランテイアや県外の

博物館に標本のクリーニングや協力を得な

がら残つた標本の復元作業にあたつていま

す。こうした作業を行う中で、まほろさん

が一番驚いたのは、今回の救済作業でそれ

ら博物館に今まで知られていなかつた、戦

前の貴重な標本が収蔵されていた事です。

もし事前に分かつていたら、他の大きな博

物館に移送され研究が進められていたかも

しれません。

まほろさんは今回の経験で、非常 0寺に助

けを求められ、実際に連絡できる学芸員同

士のネツトワークの重要さを改めて痛感じ

たそうです。また、自治体間や近隣の博物

館管理者の間で災害発生 0寺に機能するシス

テムを作つてお<事が必要で、大切なのは
災害発生時では、特別有用な専門家だけで

はな<実際に作業に取 り組める人材が必要
なのだと述べていました。それに力□え、貴

重な標本の喪失を防ぐためにも、明確な収

蔵資料管理システムやデータベースの外部

公開等日頃の標本管理の重要性を訴えてい

ました。

東海大地震が予期されるなか、静岡自然

学習資料センターもいつ岩手県沿岸の博物

館のようになる0わかりません。貴重な標
本の廃棄が防げるよう早急な救済ネツトワーク

の確立が必要だと強<実感した研究会とな
りました。
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常設展示「静岡の自然」とミニ・出前博物館の開催と予定

静岡県自然学習センターでは、今年の 8月

から普及教育活動の一環として常設展示を行つ

ています。また、自然博ネツトと静岡県共催

で各地でミニ博物館 。出前博物館を行う予定

です。

常設展示「静岡の自然」

常設展示は、「静岡の自然」をテーマに静

岡県内の東部 。中部・西部の地質の特徴や静

岡県内の化石、静岡県内の外来生物や希少生

物などの小テーマにわけ、標本や写真、解説

パネルが展示してあります。また、定期的 |こ、

展示内容も少しずつ変えてい<予定でいます。
ぜひ見学におこし<ださい。

常設展示「静岡の自然」を見学に来られた
辻小学校の教員の方々

開催場所 :静岡県自然学習資料センター 3階 展示室
開館日0寺 :平日の午前 10時～午後 4時

見学を希望される方は、自然学習資料センター 2階の事務所で受付を行つて<ださい。
お問い合せ :電話 。FAX 054-367-2111

ミニ博物館・出前博物館の開催予定

8月 1日 ～ 8月 34日 「富士山のおしたち」 会場 :富士山こどもの国

8月 1日 ～ 9月 15日 「富士山の生き物たち」 会場 :日 本平動物園

9月中旬～ 10月 中旬 「南アルプスの自然」 会場 :静岡科学館る 。<・ ろ
9月 23日 「侵 D各する外来生物」 会場 :JR清水駅東□「動物愛護フエステバル」
10月 1日 ～ ηO月 30日 「世界のアゲハチ∃ウ」 会場 :県立中央図書館
11月上旬～ 12月上旬 「天然記念物の動物たち (予定 )」 会場 :静岡科学館る 。<・ る
11月 25・ 26日 「富士山のけものと鳥」 会場 :ふ じさんめっせ

12月 11日 「化石発掘体験」 会場 :吉田町小さな理科館

12月 1日 ～ 12月末まで 「富士山の生き物たち」 会場 :浜北バードピア
1月上旬～ 2月上旬 「静岡県の野鳥 (予定 )」 会場 :静岡科学館る 。<・ る
時期および内容は未定 会場 :御殿場樹空の森
時期および内容は未定 会場 :浜松科学館
※展示期間および内容は、変更があるかもしれません。

富士塞θたち

日本平動物園で開催した「富士山の生き物たち」 富士山こどもの国で開催した「富士山のむしたち」



開会挨拶・趣旨説明

1富士山と伊豆の人山の自然
2.森林限界の自然史

3地衣類の分類、生態、進化

8貝化石から見る黒潮の環境史
9ウナギの産卵と大回遊の謎
10深海魚の調査と稚魚の自然史
閉会挨拶

自然史学会連含請演会プログラム

小山真人 (静岡大学)

増澤武弘 (静岡大学)

大村嘉人 (国立科学博物館)
4富士山から見た蝶と草原の自然史  清 邦彦 (静岡雙葉高等学校)
5静岡,日本,世界のナウマンゾウ  高橋啓― (滋賀県立琵琶湖博物館)
6柿田川がはぐ<ぬ生Ila群集 村上正志 (千葉大 。理・生物)

7間隙性オストラコーダの自然史 :垣間見る驚異の種多様性  塚越 哲 (静岡大学理学部)
延原尊美 (静岡大学教育学部)

黒木真理 (東大総合研究博物館)

福井 篤 (東海大学海洋学部)

図書紹介
「恐るべし ,?外来生物」
～しずおかに侵政する生物の実態～

八木洋行編 財団法人静岡県文化財団発行  税込み 500円

最近のわが国の生物相の変化は驚<べきものがある。地球の歴史数百
万年以上の変化が最近の数十年間で生じたといつてよい。そして、その

原因はずべては直接・間接に人間が作り出したものである。間接の原因

でもつとも大規模なものは、C02の排出増加による地球温暖化である。
このため南万系昆虫の北上が年々増加している。一方直接の原因として、

人間によつて自然界に放出される外国産生物の増大がある。現在わが国

の平野部における車本植物相はおそら<半ばに達すると思われる外来種
によつて席巻されつつあるが、その主な原因は牧場に導入された外国な

らの牧草の種子に混入した雑草の種子であると考えられている。動物界
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の異変もそれに劣らぬものがあり、在来種の駆逐などの問題を弓|き起こすだけではな<、 人間の

生活の場にまで侵入し、様々な問題を弓き起こしている。この1頃向は今後ますます強まつてゆ<
であろうから、雪戒を怠つてはならない。この様な時期に本書が上梓されたことはまことに0守宜

にかなつたことである。しかも、執筆者の大半が自然博ネツトワークの幹部会員であることは、

誇りであるとともに今後の外来生物の監視 。対策の重任も本会の重要な任務のひとつであること

の自党をうながすものである。

本書の内容は、少々の前文を除いて主要な分類群ごとの詳細な記述から成つている。杉野孝雄

(植物 )は県下における外来草本の分布状態を記述した後、今後の増加・拡大をふせぐためのい

<つつの提案をイ予つている。三宅 隆 (ほ 7し類)は、アライグマ、ハリネズミ、タイワンリスな
どのLじ較的大きな動物がすでに県下に定着し、相当の被害をもたらしている実情について述べて
いる。北川捷康 (鳥類)は県下の外来鳥類の記述の中で、カナダガンのような大型の鳥がすでに
わが国に定着・繁殖しているという驚<べき事実を述べている。國領康弘 (両生 。は虫類)は最
近急激に増力0し、定着しつつある種として、は虫類ではミシシツピーアカミミガメ、両生類では

アフリカツメガエルを挙げている。板丼隆彦 (淡水魚)は、近年急増し従来の生態系に撹舌しをも
たらしつつある、オオクチバス、ブルーギル、カダヤシに対する対策の必要性を訴えている。平

井岡」夫 (昆虫)は県下の夕ヽ来昆虫の動向を述べた上で、ベットとして飼育された熱帯産クワガタ
ムシの、在来種との交雑による遺伝子撹舌しに対して肇鐘を鳴らしている。

いずれにしても本書の執筆は各分野の県下の第一人者によるもので、他の追随をゆるさないもの

である。 (杉山恵―)
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